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「特集」
地域で守り育てよう
私たちの飯野高校
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定
員
割
れ
と
少
子
化

　
え
び
の
市
に
あ
る
唯
一
の
県
立
高
等
学

校
「
飯
野
高
校
」
は
、
昭
和
40
年
4
月
に

開
校
し
ま
し
た
。開
校
か
ら
の
46
年
間
に
、

５
３
７
２
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま

す
。

　
飯
野
高
校
の
定
員
は
、
１
学
年
普
通
科

２
ク
ラ
ス
、
生
活
情
報
科
１
ク
ラ
ス
の

１
２
０
人
（
普
通
科
80
人
、
生
活
情
報
科

40
人
）
で
す
。
こ
こ
数
年
の
飯
野
高
校
入

学
者
数
を
見
て
み
る
と
、
平
成
18
年
度
こ

そ
入
学
者
数
は
１
２
３
人
（
内
市
内
中
学

校
出
身
者
67
人
）
と
定
員
を
越
え
て
い
ま

す
が
、
平
成
19
年
か
ら
平
成
23
年
度
は
、

定
員
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
え
び
の
市
の
児
童
生
徒
数
は
、
平
成
元

年
に
は
、
小
学
生
２
１
６
５
人
、
中
学
生

１
１
０
０
人
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
22

年
に
は
、
小
学
生
１
０
１
６
人
、
中
学
生

５
５
１
人
と
な
り
、
約
半
数
に
ま
で
減
少

し
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
数
は
、
今
後
10 

年
間
で
さ
ら
に
10
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
減
少

す
る
見
込
み
で
す
。
市
内
で
は
、
西
内
竪

えびの市の児童生徒数の推移（毎年度 5 月 1 日現在）

飯野高校入学者数推移

小
、
霧
島
分
校
、
高
野
分
校
が
閉
校
に
な

り
ま
し
た
。
大
河
平
小
も
現
在
、
休
校
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
少
子
化
が
進
む
こ
と
か
ら
、
飯

野
高
校
で
は
、
定
員
の
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
の
学
校
再
編
整
備
計
画

　
宮
崎
県
教
育
委
員
会
の
宮
崎
県
立
高
等

学
校
再
編
整
備
計
画
（
平
成
15
年
1
月
策

定
）で
は
、「
特
色
あ
る
高
等
学
校
の
創
造
」

と
「
活
力
あ
る
高
等
学
校
の
創
造
」
を
ね

ら
い
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
再
編
整
備
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
20
年
度
に
、
小
林
工
業
高
校
の
用
地
に

小
林
工
業
高
校
と
小
林
商
業
高
校
を
再
編

し
、
西
諸
県
地
区
総
合
制
専
門
高
校
の
小

林
秀
峰
高
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
平
成
23

年
度
中
に
は
、
小
林
秀
峰
高
校
に
高
原
高

校
が
再
編
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
再
編
整
備
計
画
に
は
、
全
日
制
高

等
学
校
の
規
模
は
、
1
学
年
を
4
学
級
か

ら
8
学
級
を
基
本
と
す
る
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
1
学
年
4
学
級
以
下
の
高
等
学
校

で
、
今
後
１
学
級
の
削
減
を
行
う
こ
と
が

測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
統
廃
合
を
検
討
す

る
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
、
一
律
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
高
等
学
校
の
所
在
地

や
学
校
種
、
生
徒
・
保
護
者
・
地
域
の

ニ
ー
ズ
等
に
配
慮
す
る
と
も
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
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飯
野
高
校
の
特
色

　

飯
野
高
校
に
は
、
普
通
科
と
生
活
情

報
科
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
学
科
も
、

1
・
2
年
で
は
、
基
礎
基
本
を
中
心
に
、

3
年
で
は
、
個
人
能
力
・
適
正
・
進
路
に

応
じ
た
学
習
を
行
い
ま
す
。
進
路
は
、
国

立
大
学
や
就
職
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
普
通
科
で
は
、
1・3
年
生
を
対
象
に
、

少
人
数
授
業
を
数
学・英
語
で
取
り
入
れ
、

一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学
力
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
生
活
情
報
科
は
、
衣
・
食
・
住
・
保
育

に
関
す
る
専
門
性
を
深
め
、
情
報
社
会
に

対
応
で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し

ま
す
。
家
庭
と
情
報
に
関
す
る
教
科
に
つ

い
て
基
本
か
ら
応
用
ま
で
学
び
ま
す
。
家

庭
や
情
報
に
関
す
る
資
格
取
得
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
3
年
間
で
取
得
で
き
る

資
格
は
、
食
物
調
理
検
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
飯
野
高
校
に
は
、
25
の
部
活
動
と
同
好

会
が
あ
り
ま
す
。
今
年
行
わ
れ
た
県
高
校

総
体
で
は
、
男
子
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
、
女

子
テ
ニ
ス
団
体
、
弓
道
部
団
体
が
ベ
ス
ト

8
に
入
り
ま
し
た
。
文
化
部
の
放
送
部
も

県
の
大
会
で
3
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全

校
生
徒
数
２
８
５
人
の
小
規
模
校
な
が
ら

小
さ
く
て
も
輝
く
飯
野
高
校

福重紗希さん
普通科 3 年
大明司出身

飯野高校の魅力は、
たくさんあります
が、先生がやさし
く、学校の雰囲気
も最高なところで
す。勉強や部活動
にうちこめて、楽
しい学校生活をお
くっています。

高山徹也さん
普通科 2 年　
上上江出身

飯野高校の授業は、
わかりやすく、み
んな真剣に学んで
います。部活動も
活発で、勉強をす
るにも部活をする
にもいい環境の学
校です。

前口愛美さん
生活情報科 2 年　
小林市出身

授業でわからない
と こ ろ が あ れ ば、
すぐ質問ができ解
決ができます。ま
た、悩みなども先
生が聞いてくれる
ところが飯野高校
の魅力です。

部
活
動
で
も
健
闘
し
て
い
ま
す
。

生
徒
を
伸
ば
す
教
育

　
飯
野
高
校
で
は
「
学
力
向
上
へ
の
取
り

組
み
」「
自
立
し
た
人
間
に
育
て
る
取
り

組
み
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
学
力
向
上
の
取
り
組
み
】

　
高
校
で
学
ぶ
教
科
の
中
で
、
つ
ま
ず
く

生
徒
が
多
い
数
学
と
英
語
は
、
中
学
校
の

学
習
内
容
を
総
復
習
す
る
こ
と
で
、
高
校

の
学
習
内
容
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る

よ
う
基
礎
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
「
漢
字
検
定
・
英
語
検
定
の

全
生
徒
の
受
験
」「
毎
週
月
曜
日
朝
の
漢

字
テ
ス
ト
・
小
論
文
指
導
」「
数
学
英
語

の
少
人
数
授
業・習
熟
度
別
授
業
（
家
庭
）

の
実
施
」「
３
年
生
全
員
を
全
職
員
に
割

り
振
っ
て
の
個
別
指
導
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
自
立
し
た
人
間
に
育
て
る
取
り
組
み
】

　
1
年
の
時
、
生
徒
全
員
に
部
活
動
加
入

を
勧
め
、
2
年
に
な
っ
て
も
加
入
を
積
極

的
に
勧
め
る
「
部
活
動
推
進
」
や
小
中
高

生
が
同
時
に
参
加
す
る
行
事
（
挨
拶
運
動

等
）
で
、
高
校
生
が
中
心
と
な
っ
て
小
中

学
生
を
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
「
小
中
高
連
携
事
業

で
の
生
徒
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
「
授
業
開
始
時
の
礼
法
（
挨

拶
）
指
導
の
徹
底
」「
学
級
担
任
3
人
制

に
よ
る
手
厚
い
生
徒
指
導
の
推
進
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

飯野高校の魅力について、聞きました。

I n t e r v i e w

【特集】地域で守り育てよう私たちの飯野高校

2・3 年生を対象に大学出前講座が行われます

食物調理検定に向けての授業

パソコンを学ぶ家庭情報処理の授業

各学校行事には吹奏楽部の演奏が行われます
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　飯野高校は、小規模校の特性を生かし、全
ての教職員が全ての生徒の特性などを理解し
たうえで「一人ひとりの生徒を大切にする教
育」「一人ひとりの生徒の能力や特性をいか
し、生徒・保護者・地域社会の願いにこたえ
られる学校づくり」を目指しています。
　飯野高校の教育方針は「小さくとも生徒が
輝く学校」です。飯野高校は、小規模校の特
性を生かし、全ての教職員が全ての生徒に対
して学校面のあらゆる面であつい（熱い、厚
い、篤い）指導をしています。
　飯野高校では、家庭的な雰囲気の中で、自
己存在感を感じながら、将来の進路設計をす
ることができます。
　今、飯野高校では、学力向上のための教育

飯野高等学校
矢野 健二校長

環境の充実と自立した
人間を育成するための
支援の充実に努めてい
るところです。今回の
市の学校支援事業補助
金を有効に活用し、さ
らなる充実に努めたい
と考えます。

守
り
育
て
た
い

郷
土
の
飯
野
高
校

小さくとも生徒が輝く
学校を目指して

I n t e r v i e w

飯野高校校訓の「凛子（りんこ）、清楚（せいそ）、豊潤」

守
り
育
て
る
市
民
の
会

　

昨
年
12
月
20
日
に
、「
飯
野
高
等
学
校

を
守
り
育
て
る
市
民
の
会
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

　
宮
崎
県
教
育
委
員
会
の
再
編
整
備
計
画

で
、
飯
野
高
校
が
統
廃
合
検
討
校
に
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
同

会
は
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
」

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
地

域
の
学
校
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育
環

境
の
保
障
」「
特
色
あ
る
飯
野
高
等
学
校

づ
く
り
へ
の
特
段
の
配
慮
」
を
柱
に
、
飯

野
高
校
の
存
続
を
強
く
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
同
会
は
、
市
内
の
教
育

関
係
機
関
や
関
係
団
体
な
ど
22
団
体
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
、
県
に
対
し
「
宮
崎
県
立
飯
野
高
等
学

校
の
存
続
」
を
求
め
る
署
名
の
提
出
な
ど

統
一
し
た
漢
字
検
定
な
ど
飯
野
小
中
高
独

自
の
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
飯
野
高
校
の
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
の
「
飯
野
高
等

学
校
支
援
事
業
補
助
金
」
１
０
０
万
円
を

6
月
議
会
で
予
算
化
し
ま
し
た
。

　
補
助
の
内
容
は
「
小
中
高
連
携
に
よ
る

競
技
力
向
上
へ
の
支
援
（
ス
ポ
ー
ツ
教
室

等
）」「
部
活
動
へ
の
支
援
」「
生
徒
の
進

路
希
望
に
応
え
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
」

「
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
る
取
り
組
み
へ

の
支
援
」
な
ど
で
す
。

求
め
ら
れ
る
地
域
の
支
援

　
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
ふ
る
さ
と

を
理
解
し
、
ふ
る
さ
と
に
貢
献
す
る
人
材

の
育
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
学
校
だ
け
で
は
育
ち
ま
せ

ん
。
学
校
で
は
「
学
力
」、家
庭
で
は
「
し

つ
け
・
習
慣
・
マ
ナ
ー
」、
地
域
で
は
「
体

験
」
を
教
え
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
う

ま
く
機
能
し
て
い
け
ば
、
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、
ふ
る
さ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
た

子
ど
も
の
育
成
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
市
内
で
唯
一
の
高
等
学
校「
飯
野
高
校
」

を
、
地
域
ぐ
る
み
で
守
り
育
て
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
回
の
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
貫
教
育
と
支
援
補
助
金

　
市
で
は
、
現
在
、
飯
野
高
校
と
市
内
小

中
学
校
と
の
一
貫
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
飯
野
高
校

生
と
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
と
の
交

流
、
飯
野
高
校
教
員
と
市
内
中
学
校
教
員

の
乗
り
入
れ
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
校
の
専
門
性
の
高
い
指
導
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
い
学
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
全
中
学
校
2
・
3
年

生
の
生
徒
と
保
護
者
を
対
象
に
、
飯
野
高

校
で
の
集
合
学
習
や
授
業
参
観
を
行
い
、

生
徒
と
保
護
者
に
、
飯
野
高
校
の
学
習
環

境
や
施
設
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

飯
野
小
、
飯
野
中
、
飯
野
高
校
で
は
、

飯
野
高
校
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
は
、
高
校
・
保
護
者
・
行
政
・
地
域
の
連
携
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。



田中 義正
①上大河平
②公選
③市内全域
④ 33‐4301

有馬　正治
①上向江
②公選
③亀沢・柳水流・上
向江・下浦・上浦
④ 37‐1439

常森 信
①榎田
②公選
③松原・加久藤麓・
榎田・牧の原
④ 35‐2168

谷口 克美
①末永
②公選
③池島・今西・末永
④ 33‐2665

栗下 章二
①西長江浦下
②公選
③西長江浦下・西長
江浦上・東長江浦下・
東長江浦上
④ 35‐1381

岩屋 松郎
①西川北
②共推
③水流・東内竪・中
内竪・西内竪・溝ノ
口
④ 37‐0496

宮田 吉人
①杉水流
②公選
③堀浦・上大河平・
下大河平・杉水流
④ 33‐5575

西吉 耕一
①東川北
②公選
③湯田・西郷・東川
北
④ 35‐0182

山口 長德
①中島
②土推
③ 前 松 原・ 中 島・
栗下・尾八重野
④ 35‐1756

東脇 正
①大明司
②公選
③ 坂 元・ 前 田・ 大
明司・山内
④ 33‐1281

川口 三雄
①白鳥
②公選
③中上江・白鳥
④ 33‐2530

津留 誠
①西川北
②農推
③南昌明寺・北昌明
寺・北岡松・南岡松・
京町
④ 37‐2357

金田 輝子
①上上江
②公選
③町・上上江・駅前
④ 33‐4313

新出水 孝造
①出水
②公選
③西上江・田代・出
水
④ 33‐4625

宮原 美實
①西川北
②議推
③中浦・上島内・下
島内・西川北
④ 37‐2733

山之内 秀樹
①東川北
②公選
③灰塚・永山・大溝
原
④ 35‐2182

遠目塚 靖
①東原田
②公選
③東原田・中原田・
上原田・南原田
④ 33‐0468

木野 次雄
①飯野麓
②議推
③五日市・飯野麓・
苧畑・高野
④ 33‐2411

訓練の成果を競う消防操法大会

消防団員の熱い 1 日
　
7
月
10
日
、
永
山
河
川
敷
運
動

公
園
で
え
び
の
市
消
防
団
夏
季
点

検・操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
各
地
区
の
消
防
団
32

チ
ー
ム
が
参
加
。
小
型
ポ
ン
プ
の

部
、
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
、
小
型

ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
に
分
か
れ
、

日
々
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
火
災
現
場
で
迅

速
な
消
火
活
動
を
行
う
た
め
の
消

防
技
術
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
の
影
響
で
大
会
が

中
止
と
な
り
、
2
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
消
防
団
員
は
、
仕
事

が
終
わ
っ
た
後
や
早
朝
な
ど
に
集

ま
り
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
訓
練

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
早
い

と
こ
ろ
で
は
、
5
月
上
旬
か
ら
練

習
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

　
団
員
た
ち
は
、
機
敏
な
行
動
や

的
確
な
機
械
器
具
の
操
作
な
ど
、

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
部
は
、

7
月
24
日
に
小
林
市
で
行
わ
れ
た

西
諸
支
部
消
防
操
法
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
同
大
会
で
は
、
え
び

の
市
の
代
表
が
２
部
門
で
優
勝
す

る
な
ど
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
え
び
の
市
の
新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。
18
人
の
委
員
は
、
選
挙
で
選
ば

れ
た
13
人
、
市
議
会
や
土
地
改
良
区
な
ど
が
推

薦
し
た
委
員
５
人
で
す
。
任
期
は
平
成
23
年
７

月
27
日
か
ら
平
成
26
年
7
月
26
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。
７
月
28
日
に
行
わ
れ
た
農
業
委
員
会

初
総
会
で
、
会
長
に
田
中
義
正
氏
、
会
長
代
理

に
有
馬
正
治
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

■
農
業
委
員
の
役
割

【
農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
】

　
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
の
た
め
、
農
地
の

売
買
、
賃
借
な
ど
の
権
利
移
動
や
農
地
転
用
等

に
つ
い
て
、
農
業
者
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て

公
正
に
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
と
解
消
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
地
域
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
】

　
農
業
の
担
い
手
育
成
と
農
地
の
有
効
利
用
を

通
じ
て
、
地
域
農
業
の
構
造
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
地
域
の
世
話
役
活
動
と
農
業
者
の
利
益
代
表
】

　
農
業
委
員
一
人
ひ
と
り
が
集
落
で
世
話
役
活

動
を
行
い
、
農
業
者
・
集
落
の
声
を
踏
ま
え
た

意
見
の
公
表
、
建
議
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

※
写
真
左
上
か
ら
議
席
番
号
順
（
敬
称
略
）

①
出
身
地
区　
②
選
出　
③
担
当
地
区　
④
電

話
番
号　
公
選
＝
選
挙
、議
推
＝
市
議
会
推
薦
、

農
推
＝
農
業
協
同
組
合
推
薦
、
共
推
＝
農
業
共

済
組
合
推
薦
、
土
推
＝
土
地
改
良
区
推
薦

※一番右の地区名は管轄区。

小型ポンプの部
優　勝 3 分団 10 部 上浦
準優勝 3 分団 3 部 中浦
３　位 1 分団 10 部 大明司、山内

ポンプ自動車の部
優　勝 3 分団 1 部 京町、上向江
準優勝 2 分団 7 部 中島
３　位 1 分団 2 部 飯野麓

小型ポンプ積載車の部
優　勝 3 分団 7 部 下島内
準優勝 1 分団 8 部 田代・出水
３　位 2 分団 3 部 西長江浦上・西長江浦下
４　位 3 分団 8 部 西川北
５　位 1 分団 6 部 今西・池島
６　位 3 分団 5 部 上島内

西諸支部操法大会結果
3 分団 10 部（小型ポンプ）＝優勝
3 分団 1 部（ポンプ自動車）＝優勝
3 分団 7 部（小型ポンプ積載車）＝準優勝

■消防操法大会結果
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◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111） News　&　Topics
口蹄疫発生時の防疫体制を強化

西諸県地域相互応援協定を結びました

市と県が一体となって滞納整理
県職員 7 人に併任辞令を交付

ど
か
ら
、
防
疫
業
務
な
ど
に
従

事
す
る
人
員
の
不
足
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
3
市
町
で

は
、
相
互
に
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
や
、
防
疫
業
務
な
ど
に
従

事
す
る
人
員
に
つ
い
て
協
力
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
協
定
を

結
ん
だ
も
の
で
す
。

　
協
定
に
あ
た
り
村
岡
市
長
は

「
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
防
疫

体
制
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と

は
大
切
で
す
。
発
生
時
の
人
の

移
動
の
難
し
さ
は
痛
感
し
て
い

ま
す
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、
西

諸
全
体
で
口
蹄
疫
な
ど
の
脅
威

を
防
ぐ
体
制
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

え
び
の
市
、
小
林
市
、
高

原
町
は
、
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
や
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
発
生

し
た
時
の
防
疫
業
務
（
消
毒
、

殺
処
分
な
ど
）
等
を
協
力
し
て

行
う
協
定
を
7
月
13
日
、
小
林

市
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
内
で
は
、
昨
年
度
、

口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
多
発
し
、西
諸
県
地
域
で
は
、

え
び
の
市
で
口
蹄
疫
が
4
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
口
蹄
疫
等
が
西
諸
県
地
域
で

発
生
し
た
場
合
、
短
期
間
で
の

防
疫
業
務
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
地
域
か
ら
の
人

の
移
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な

併任人事の辞令を受け取る県職員

手を取り連携を誓う 3 市町と西諸県農林振興局

市
で
は
県
と
協
力
し
て
、

税
の
収
納
対
策
に
取
り

組
む
「
併
任
人
事
交
流
制
度
」

に
平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
7
月
14
日
、
県
職

員
７
人
に
、
平
成
23
年
度
の
併

任
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
併
任
人
事
交
流
制
度
は
、
県

職
員
が
、
え
び
の
市
か
ら
併
任

辞
令
の
発
令
を
受
け
、
県
と
市

の
徴
収
事
務
に
従
事
す
る
も
の

で
す
。
県
職
員
と
市
職
員
相
互

の
徴
収
技
術
の
向
上
を
図
り
、

税
の
収
納
率
の
向
上
と
税
収
の

確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
税
の
収
納
率
は
、
平
成
22

年
度
決
算
で
は
、前
年
度
比
で
、

現
年
課
税
分
が
０
・
33
ポ
イ
ン

ト
、
滞
納
繰
越
分
が
３・
９
ポ

イ
ン
ト
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
税
全
体
の
収

納
率
は
、
県
内
の
他
の
市
町

村
に
比
べ
、
極
め
て
低
い
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。
滞
納
額

（
現
年
課
税
分
と
滞
納
繰
越

額
の
合
計
）
は
、
市
税
で
約

１
億
９
千
７
８
８
万
円
で
す
。

　
税
の
滞
納
解
消
は
、
納
期
内

に
納
税
し
て
い
る
市
民
と
の
公

正
・
公
平
性
を
確
保
す
る
う
え

で
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
市
で
は
県
と
協
力
し
、
よ

り
厳
し
い
姿
勢
で
滞
納
の
解
消

に
努
め
ま
す
。

緊
急
情
報
を
瞬
時
に
伝
達
し
ま
す

市
防
災
行
政
無
線
放
送
か
ら
緊
急
情
報
が
流
れ
ま
す

気
象
警
報
や
緊
急
地
震
速

報
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

と
い
っ
た
対
処
に
時
間
的
余
裕
の

な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
え

び
の
市
防
災
行
政
無
線
放
送
か
ら

サ
イ
レ
ン
や
音
声
放
送
が
流
れ
ま

す
。
放
送
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
大

音
量
行
わ
れ
ま
す
。

　
放
送
は
、
消
防
庁
が
人
工
衛
星

を
用
い
て
情
報
を
送
信
し
、
防
災

行
政
無
線
放
送
シ
ス
テ
ム
を
自
動

起
動
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま

す
。
消
防
庁
か
ら
送
信
さ
れ
た
緊

急
情
報
は
、
種
類
に
よ
り
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
さ
れ
た
音
声
を
再
生

し
、
防
災
行
政
無
線
放
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
か
ら
の
緊
急

情
報
を
直
接
そ
し
て
瞬
時
に
市
民

の
皆
さ
ん
に
伝
達
し
ま
す
。

　
消
防
庁
か
ら
の
情
報
を
市
の
受

信
機
で
受
信
す
る
ま
で
の
時
間

は
、
1
～
2
秒
で
す
。
放
送
開
始

ま
で
の
平
均
時
間
は
10
秒
で
す
。

　
自
宅
や
職
場
な
ど
で
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
を
付
け
て
い
な
い
場

合
な
ど
で
も
、
緊
急
情
報
が
防
災

行
政
無
線
放
送
を
通
じ
て
伝
達
さ

れ
ま
す
。

　
国
が
発
信
す
る
緊
急
情
報
が
流

れ
た
場
合
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
身

を
守
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

【
伝
達
さ
れ
る
情
報
】

●
自
然
災
害
に
関
す
る
情
報

地
震
、
竜
巻
、
噴
火
な
ど

●
有
事
情
報
に
関
す
る
情
報

大
規
模
テ
ロ
情
報
な
ど

【
警
報
が
出
た
ら
】

●
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

●
地
震
の
場
合
は
、
周
囲
の
状
況

に
応
じ
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保

し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
示
に
従
い
、屋
内
へ
の
避
難
、

近
隣
の
避
難
所
施
設
な
ど
へ
の
避

難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
携
行
品
や
戸
締
り
の
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
総
務
課
防
災
対
策
係

内
線
３
１
３・３
１
６

※違いをあらかじめ理解しておくことが「自らの身を守る」ことにつながります。

※国民保護関係情報には、武力攻撃予測事態における警報（航空攻撃）、ゲリラ等による攻撃、緊急対処事態
における警報（大規模テロ）、緊急に住民に伝達することが必要な国民保護に関する情報などがあります。

●緊急情報としてお知らせする内容

●「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」の違い

情報の種類 標準メッセージ

①気象警報
大 雨、 暴 風、
暴風雪、大雪、
高 潮、 洪 水、
波浪

（チャイム）
「こちらは、防災えびの市役所です」「当地域に、○○警報がでました。

今後の気象情報に注意してください」

②気象情報

土砂災害警報
（チャイム）
「こちらは、防災えびの市役所です」「ただいま、土砂災害警報情報が発

表されました。テレビ・ラジオの情報に注意してください」

竜巻注意情報
（チャイム）
「こちらは、防災えびの市役所です」「ただいま、竜巻注意情報が発表さ

れました。雲の様子など周囲の状況に注意してください」
③緊急地震
速報

推定震度 5 弱
以上

（緊急地震速報チャイム音）
「緊急地震速報。大地震です。大地震です」

④火山噴火
警報

噴火警戒レベ
ル 5（避難）

（チャイム）
「こちらは、防災えびの市役所です」「ただいま、噴火警戒レベル 5 が発

表されました。テレビ・ラジオの情報に注意し、避難してください」

噴火警戒レベ
ル 4

（避難準備）

（チャイム）
「こちらは、防災えびの市役所です」
「ただいま、噴火警戒レベル 4 避難準備が発表されました。テレビ・ラジ

オの情報に注意し、避難の準備をしてください」

⑤国民保護
関係情報

武力攻撃によ
る警報（弾道
ミサイル等に
よる攻撃）

（有事サイレン 14 秒吹鳴）
「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地域に着弾する可能性があり

ます。屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください」「こちらは、防
災えびの市役所です」

種別 避難の行動内容

避難準備情報 避難のための準備を呼
びかけるものです

避難するのに時間がかかる高齢者などの要援護
者が避難を始めなければならない段階です

避難勧告 居住者に避難を勧め促
すものです

全ての住民が避難を始めなければならない段階
です

避難指示 居住者に避難を指示す
るものです

全ての住民が避難行動を完了していなければな
らない段階です

弱

強
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◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称

が ！ん ば る 公 館民

　
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

　
北
昌
明
寺
地
区
は
、
え
び
の
市

の
北
西
に
位
置
し
ま
す
。現
在
は
、

32
戸
の
集
落
で
す
。
地
区
に
は
、

県
立
矢
岳
高
原
が
あ
り
ま
す
。
矢

岳
高
原
は
、
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
の

基
地
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ

り
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

　
地
区
の
通
り
は
、
時
々
、
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
が
出
て
く
る
た
め
、

車
の
走
行
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
元
日
に
は
、
矢
岳
高
原
の
初

日
の
出
を
見
に
来
る
車
で
混
雑
し

高齢者のパワーで
がんばる公民館

（北昌明寺自治公民館）

地区民が参加のそば打ち・だご汁大会

ま
す
。
冬
は
、
雪
が
積
も
り
ま
す

が
、
夏
は
と
て
も
涼
し
く
過
ご
し

や
す
い
地
区
で
す
。

　
北
昌
明
寺
自
治
公
民
館
活
動
と

し
て
は
、
空
き
缶
・
空
き
び
ん
拾

い
や
七
夕
道
つ
く
り
、
12
月
の
そ

ば
打
ち
・
だ
ご
汁
大
会
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
運
動
会

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
高

齢
化
が
進
み
、
今
で
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
地
区
の
畑
や
田
ん
ぼ
は
、
矢
岳

山
が
育
ん
だ
自
然
の
わ
き
水
「
ぎ

ん
水
」
を
使
い
、
そ
こ
で
採
れ
る

農
作
物
や
米
は
、
地
区
の
自
慢
で

す
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
米
は
、
か

つ
て
は
、
皇
居
に
献
上
米
と
し
て

贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
区
全
体
は
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
パ
ワ
ー

で
、
北
昌
明
寺
区
の
発
展
・
活
性

化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
月
は
火
山
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
新
燃
岳
の
起
源
と

享
保
の
噴
火
に
関
す
る
記
録
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

新
燃
岳
の
形
成
は
約

1
万
7
千
年
前
の
韓
国
岳
の

形
成
と
前
後
し
て
い
ま
す
。

1
万
5
千
年
前
に
は
火
山
体
が

完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
歴
史
時
代
以
前
の

数
度
の
噴
火
を
除
く
と
数
千
年

は
火
山
活
動
が
穏
や
か
で
し

た
。
火
山
活
動
の
再
開
は
江

戸
時
代
で
、
残
さ
れ
て
い
る

記
録
の
中
で
最
大
の
噴
火
が

１
７
１
６
年
～
１
７
１
７
年
の

享
保
時
代
の
噴
火
で
す
。

　
都
城
島
津
家
史
料
の
「
年
代

実
録
」
で
は
『
両
部
岳
の
噴
火

を
機
に
「
新
燃
」
と
呼
ぶ
』
と

い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
噴
火
を
機
に「
新
燃
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、藩
が
編
さ
ん
し
た「
年

代
記
」
や
「
古
今
山
之
口
記

録
」
な
ど
か
ら
は
「
こ
の
噴
火

に
よ
り
消
失
し
た
家
屋
６
０
４

軒
、
け
が
人
33
人
、
死
ん
だ
牛

馬
４
０
５
頭
、田
畑
の
損
害
６
、

２
４
０
町
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
こ
と
」「
現
在
は
な
い
国
分

松
永
川
か
ら
土
石
流
が
発
生
し

た
こ
と
」「
１
７
１
７
年
正
月

以
降
に
特
に
大
き
な
被
害
を
受

け
た
高
原
や
高
崎
の
住
民
が
都

城
市
や
三
股
町
、
小
林
市
に
避

難
し
、
全
員
が
戻
っ
た
の
は
2

年
後
の
１
７
１
９
年
で
あ
っ
た

こ
と
」な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
復
旧
作
業
に
つ
い
て
も
、
降

灰
除
去
の
作
業
従
事
者
に
藩
か

ら
「
夫ぶ

飯は
ん

（
手
当
）」
を
支
給

さ
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
23

北昌明寺自治公民館長

「両部岳」の噴火を機に「新燃」
と呼ぶという記録＝享保期の
噴火が新燃岳であることが分
かります。 

『年代実録』（都城島津家史料）

原田信義さん

あの時のえびの市を広報紙で振り返る

あの時、あの頃
今月は、28 年前の広報紙にタイムスリップ
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「水泳教室で 50 人が水しぶき」

　親子で楽しみながら泳ぎをマス

ターしてもらおうと、市教育委員会

主催の「水泳教室」が 7 月 25 日か

ら 29 日までの 5 日間、飯野小学校

プールで開かれました。

　5 歳児から小学校 4 年までの子ど

もと親を対象に、親と子のスポーツ

活動の振興を図り、親子の触れ合い

を通じて、豊かな心を育てることを

目的に行われました。水泳教室には、

親子ペア約 50 人が参加しました。

　参加者は親子で楽しみながら水泳

を楽しんでいました。

（昭和 58 年 8 月掲載）

「運転技術を審査＝子ども自転車競技会」

　子ども自転車運転競技大会が７月 16

日、飯野小学校グランドで開かれ、チビッ

コたちが自転車の安全な乗り方と運転技

術を競いました。

　子どもたちは日ごろ、学校や家庭で練

習しているとあってなかなかの腕まえ。

真剣な面もちで九本のビンの間をぬって

走るジグザグ走行などの競技に挑戦しま

した。応援の保護者は「うめもんじゃ」

と感心したようすでした。

（昭和 58 年 8 月掲載）

「合同野営大会に２千人が参加」　
　宮崎、鹿児島両県のボーイスカウト初の合同野営大会が

7 月 30 日から 8 月 2 日までの 4 日間、陸上自衛隊霧島演

習場で開かれ、約 2 千人が集いました。

　参加者は、規則正しいキャンプ生活やさまざまな行事な

どを通じて、交流を図っていました。

（昭和 58 年 8 月掲載）

※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を一部抜粋、修正して掲載しています
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（ナスとピーマンのみそ炒め）

vol.40

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　
今
月
紹
介
す
る
の
は
、
真
幸
中
学
校
生
徒

20
人
と
「
更
生
保
護
女
性
の
会
真
幸
支
部
」

の
方
た
ち
で
作
っ
た
「
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
の

み
そ
炒
め
」
で
す
。

　

今
回
料
理
に
使
っ
た
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン

は
、
真
幸
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
菜
園
で
採
れ
た
新

鮮
な
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
料
理
を
作
る

前
に
子
ど
も
た
ち
は
、
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
の

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
薄
口
し
ょ
う
ゆ
を

使
う
こ
と
で
す
。
少
し
づ
つ
味
つ
け
を
し
、

自
分
の
好
み
の
味
に
調
え
ま
す
。

レ シ ピ

r e c i p e

　
　
　
　
　
　

え
び
の
産
の
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料
理

左に見えるノカイドウの絵は、市に寄贈されました

え び の の ひ と

　
「
絵
を
書
く
楽
し
さ
を
た
く
さ

ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
す
の
は
、塩
屋
信
敏
さ
ん（
鹿

児
島
県
姶
良
市
在
住
）
で
す
。

　
塩
屋
さ
ん
は
え
び
の
市
向
江
出

身
で
す
。
現
在
は
、
え
び
の
市
内

の
主
婦
な
ど
で
つ
く
る
絵
画
教
室

「
野の

か
い
ど
う

海
棠
」
で
講
師
と
し
て
月
2

回
、絵
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
塩
屋
さ
ん
は
油
彩
で
、
風
景
や

花
、
人
物
な
ど
を
描
き
ま
す
。
絵

は
独
学
で
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
今

で
は
、
日
本
美
術
展
覧
会
に
も
数

多
く
出
展
し
、
こ
れ
ま
で
に
入
選

を
11
回
し
て
い
る
ほ
ど
の
腕
前
で

す
。

　
「
絵
を
描
き
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
小
学
校
4
年
生
の
時
、
絵
で

賞
を
取
っ
て
か
ら
で
す
。
中
学
卒

業
後
、
就
職
を
し
ま
し
た
が
、
絵

を
描
き
た
い
一
心
で
、
2
回
目
の

給
料
の
時
、
絵
の
具
を
買
い
本
格

的
に
絵
を
描
き
始
め
ま
し
た
」

　
絵
画
の
魅
力
に
つ
い
て
は
「
私

に
と
っ
て
絵
は
友
だ
ち
で
す
。
絵

を
描
く
時
は
、
絵
と
会
話
を
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
絵
を
通

じ
て
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

　
「
絵
を
通
じ
て
、
え
び
の
に
何

か
貢
献
で
き
な
い
か
」
と
考
え
、

絵
画
教
室
で
絵
を
教
え
て
い
る
塩

屋
さ
ん
「
野
海
棠
の
生
徒
は
最
初

は
3
人
で
し
た
。え
び
の
市
内
で
、

私
や
生
徒
の
作
品
展
を
行
う
う
ち

に
、
生
徒
は
徐
々
に
増
え
、
今
で

絵の楽しさを多くの人に
知ってもらいたい

は
、
12
人
の
生
徒
が
絵
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
」

　
「
絵
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
き

れ
い
に
描
こ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
絵
の
中
に
想
い
を
込
め
て
描

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
絵
を
通
し

て
の
出
会
い
も
楽
し
い
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
も
気
軽
に
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
」

しおや・のぶとし／ 63 歳／鹿児島県姶
良市在住／趣味：テニス・ゴルフ・素
潜り（夜の海を楽しみます）

Nobutoshi Shioya
【紹介者】　

真幸中学校生徒 20 人と
えびの市更生保護女性の会真幸支部のみなさん

【材料】（4 人分）
ナス・・・・・・・・・・・・・・3 本
ピーマン・・・・・・・・・・・・3 個
みそ・・・・・・・・・・・大さじ 1.5
砂糖・・・・・・・・・・・・大さじ 1
みりん・・・・・・・・・・・小さじ 2
薄口しょうゆ・・・・・・・・大さじ 1
油・・・・・・・・・・・・・大さじ 2

【作り方】
①ナスは、縦半分に切り、味が染み込
みやすいように、3 ～ 4 ミリ幅に切り込
みを入れ、2 ～ 3 センチ幅に切り、水に
さらし、アクを抜き、水気を切っておく。
②ピーマンは、縦半分に切り、種を抜き、
横半分に切る。
③フライパンに油を熱し、ナスをいた
める。ナスがしんなりなってきたら、
ピーマンと砂糖を入れ、ピーマンがし
んなりするまでいためる。
④みそをみりんでとき、③に加えいた
める。
⑤みそが全体になじんできたら、薄口
しょうゆを加え味を調える。

塩屋信敏さん
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7
月
7
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
え

び
の
市
家
畜
防
疫
研
修
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
市
内
家
畜
農

家
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
。
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
対

策
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
え
び
の
市
で
口
蹄

疫
が
発
生
し
て
1
年
が
過
ぎ
、
畜
産
農

家
に
あ
ら
た
め
て
口
蹄
疫
へ
の
防
疫
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
え
び

の
市
畜
産
振
興
協
会
の
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
参
加
者
は
、
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
村
岡
市
長
は
「
こ
の
機
会

に
再
度
防
疫
を
考
え
、
気
を
引
き
締
め

て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
危
機
意
識
が

大
切
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
7
日
、
岡
元
小
学
校
の
坂
下

亮
太
さ
ん
（
6
年
）、
坂
下
藍
璃
さ
ん

（
6
年
）、
田
中
萌
さ
ん
（
6
年
）
坂
下

翔
也
さ
ん
（
5
年
）
が
市
長
を
訪
問
。

7
月
2
日
に
行
わ
れ
た
「
第
40
回
交
通

安
全
子
ど
も
自
転
車
宮
崎
県
大
会
」
で

の
2
連
覇
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
交
通
マ
ナ
ー
と
運
転
技
術

の
向
上
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
競
技
で
は
、
自
転
車
運
転
や
学
科

の
点
数
を
競
い
ま
す
。
今
年
は
県
内
12

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
坂
下
亮
太
さ
ん
は

「
今
年
も
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

毎
日
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
7
月
15
日
に
、故
黒
木
和
雄
監
督（
え

び
の
市
出
身
）
の
映
画
『
美
し
い
夏
キ

リ
シ
マ
』
の
フ
ィ
ル
ム
が
、
え
び
の
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
黒
木
監
督
の
実

弟
の
横
山
陽
二
さ
ん
か
ら
、
村
岡
市
長

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
木
監
督
の
妻
が
代
表
を
務
め
る
映

画
同
人
社
か
ら
「
上
映
会
な
ど
で
多
く

の
市
民
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
寄
贈

の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。
同
映

画
は
、
え
び
の
市
を
中
心
に
ロ
ケ
が
行

わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
製
作
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
村
岡
市
長
か
ら
、
横
山
さ
ん
に
「
作

品
を
本
市
の
宝
と
し
て
活
用
し
ま
す
」

と
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

岡元小学校児童 4 人と校長、市長、教育長

参加者は、防疫の大切さを再認識していました

感謝状を受け取る横山さん

　
7
月
17
日
、
内
竪
地
区
の
市
有
林
で

植
林
木
の
生
育
を
妨
げ
る
雑
草
木
の
草

刈
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係

者
ら
62
人
が
参
加
。
平
成
20
年
3
月
に

植
樹
し
た
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
な
ど
の
周
囲
の
雑
草
木
を
刈
り
ま
し

た
。

　
こ
の
活
動
は
、
森
林
へ
の
理
解
と
保

全
普
及
Ｐ
Ｒ
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
貴

重
な
動
植
物
の
保
護
を
目
的
に
特
定
非

営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
え
び
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
数
十
年
先
に
、
す
ば
ら

し
い
森
に
な
る
こ
と
を
願
い
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
7
月
8
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で「
知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

え
び
の
市
商
工
会
な
ど
24
団
体
35
人
が

参
加
。
参
加
者
は
、
県
政
や
え
び
の
市

の
課
題
に
つ
い
て
県
知
事
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
県
知
事
が
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
、
世
代
の
方
と
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
県
内
各
地
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
畜
産
振
興
会
の
江
藤
正
道
さ
ん
は

「
海
外
か
ら
の
口
蹄
疫
侵
入
の
対
策
を

取
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
望
。
知
事

は
「
空
港
な
ど
で
の
水
際
対
策
を
取
っ

て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

熱中症対策を行いながら下刈を行いました

知事に質問をする参加者

　
7
月
30
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
太

鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
え
び
の
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

市
内
外
か
ら
約
４
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。
園
児
た
ち
の
か
わ
い
い
演
奏
や

「
え
び
の
太
鼓
」
の
迫
力
あ
る
演
奏
が

行
わ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の

拍
手
と
歓
声
が
お
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
輪
太
鼓

演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
を
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
7
月
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
県
内
外
か

ら
10
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
あ
る
来
場
者
は
「
身
近
で
迫
力
あ
る

太
鼓
演
奏
が
聞
け
て
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

えびの太鼓による演奏

　
７
月
28
日
、
西
川
北
菅
原
神
社
で
牛

越
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
り
に
は
、

市
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
が
来
場
。
牛

が
丸
太
を
越
え
る
度
、
歓
声
が
わ
き
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
牛
越
祭
は
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
牛
が
丸
太
を
飛
び
越
え

る
こ
と
で
、
家
畜
の
無
病
息
災
と
豊
作

を
祈
り
ま
す
。
昨
年
は
、
口
蹄
疫
の
影

響
で
神
事
の
み
で
し
た
が
、
今
年
は
、

西
川
地
区
の
18
戸
の
23
頭
が
丸
太
越
え

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
牛
越
祭
保
存
会
会
長
の
白
坂
重
之
さ

ん
は「
地
区
一
体
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
、

こ
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

人と呼吸を合わせ勢いよく丸太を越える牛

自
転
車
大
会
2
連
覇
を
報
告

防
疫
の
大
切
さ
を
再
確
認

映
画
フ
ィ
ル
ム
を
寄
贈

県
知
事
と
意
見
交
換

草
刈
で
自
然
環
境
を
考
え
る

1
年
越
し
の
牛
越
祭
開
催

太
鼓
の
響
き
を
楽
し
む



■えびの消防署☎ 33‐6119 ■えびの警察署☎ 33‐0110

119 だより 110 だより

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111 information

　今年 6 月 1 日から全ての住宅に、住宅用火災警報器の
設置が義務付けられました。平屋では寝室に、2 階建て
以上の住宅では寝室と階段に設置しなければなりません。
　しかし、市内においては設置率が 55 パーセントと依然
低い状況です。今一度、住宅用火災警報器の有効性を認
識し、早期の設置をお願いします。火災警報機は、ホー
ムセンターや大型電気店などで購入できます（3,000 円～
10,000 円程度）。電池式なので、取り付けも簡単です。
　また、全国で、住宅用火災警報器の悪徳訪問販売の被
害がでています。消防職員が各家庭に訪問し、販売する
ような事は絶対にありません。そのような被害に遭わな
いようご注意ください。
　詳しいことは、消防署にご相談ください。

③教育、芸術、体育、その他文
化の進展に貢献した方または団
体
④公共の福祉に貢献した方また
は団体
⑤市民生活の向上、社会道徳の
高揚に貢献した方または団体

【 表 彰 式 】11 月 3 日（ 木 ） 文
化の日

【推薦方法】市企画課秘書係に
ある功績調書を記入の上提出し
てください。

【推薦締切】9 月 30 日（金）
問市企画課秘書係
内線 302

9 月 4 日から 9 月 10 日は
「救急医療週間」です

　9 月 9 日（金）の「救急の日」
を含む一週間（9 月 4 日（日）
～ 9 月 10 日（ 土 ）） は「 救 急
医療週間」です。
　深刻な医師不足の中、時間外
の診療は医師の過重な負担につ
ながります。安易な時間外受診

（コンビニ受診）はやめましょ
う。
　比較的軽症の方は、安易に救
急車をタクシー代わりにする利
用はやめましよう。救急車を必
要とする重篤な患者が利用でき
なくなります。
問宮崎県医療薬務課
☎ 0985‐26‐7055

財産を相続する場合は、ご
相談を

　亡くなった方の財産を相続や
遺贈（遺言によって財産を譲る
こと）によってもらった場合に
は、相続税がかかる場合があり
ます。
　相続税は、相続や遺贈によっ
て取得した財産および相続時精
算課税の適用を受けて贈与によ
り取得した財産の価額の合計額
から債務や葬式費用の金額を控

除し、相続開始前 3 年以内の
暦年課税に係る贈与財産の価額
を加算した「正味の遺産額」が
基礎控除額を超える場合には、
その超える額に対して課税され
ます。この場合、相続税の申告
および納税が必要となり、その
期限は、被相続人の死亡したこ
とを知った翌日から 10 か月以
内です。
　詳しくは国税庁ホームページ
をご覧ください。（http://www.
nta.gojp）また、相続について
分からならないことがありまし
たら、最寄りの税務署にお気軽
にお尋ねください。
問小林税務署
☎ 23‐3126
※自動音声案内

判断に迷ったら相談くださ
い 。小児救急医療電話相談

　宮崎県では、夜間に子どもが
急病の時、病院へ行った方が良
いかどうかの電話相談を行って
います。お困りの際はご利用く
ださい。

【相談時間】
毎日、午後 7 時～午後 11 時
※小児科医の支援体制のもとに
看護師が相談に応じます。

【相談電話番号】
［NTT の プ ッ シ ュ 回 線、 携 帯

電話から利用］♯（シャープ）
8000　

［ダイヤル回線、ＩＰ電話等か
ら利用］☎ 0985‐35‐8855

【相談料】無料。ただし、通話
料は利用者負担となります。

【相談対象者】県内に住む 15
歳未満の子どもとその保護者

【利用上の注意】○直接子ども
の状態を診て行う診断・治療で
はありません。限界があること
を予めご了承ください。
○電話が１回線のみの対応とな
ります。簡潔にご相談ください。
話し中の場合は、少し時間をお
いてから、かけ直してください。
○保護者の目から見て、明らか
に緊急を要する急病の場合は
119 番をご利用ください。
問宮崎県医療薬務課
☎ 0985‐26‐7055

火災警報器の設置はお済みですか

7 月の活動状況 火災 0 件 年計 8 件
［えびの消防署管内］ 救急 76 件 年計 442 件

7 月の交通事故 人身 8 件 本　年
7 月末 62 件

　発生状況 物件 33 件 本　年
7 月末 185 件

　9 月 21 日（水）から 9 月 30 日（金）までの 10 日間、「秋
の全国交通安全運動」が実施されます。
　市民の皆さんの参加により、交通事故防止にご協力を
お願いします。

【スローガン】
ストップ！　脇見　ぼんやり運転

【運動の重点】
○夕暮れ時と夜間歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
○全ての座席のシートベルト、チャイルドシートの着用
○飲酒運転の根絶
○てげてげ運転追放運動の推進
○セーフティーエコドライブの推進

秋の全国交通安全運動実施

金婚式を迎える皆さまへ

　今年、金婚式を迎える方はい
ませんか。市では、結婚 50 周
年を迎える皆さんを招待し、「金
婚者祝賀会」を下記のとおり開
催します。
　ご夫婦での記念撮影や記念品
等も準備しています。多数の参
加をお待ちしています。

【開催日】11 月 2 日（水）
【時間】［受付］午前９時～［式典］

午前 10 時～午前 11 時 30 分
【会場】えびの市文化センター
【対象】昭和 36 年に結婚され

た方
【申込方法】電話またはハガキ

で市長寿介護課まで申し込み
ください。（2 人の氏名、住所、
電話番号が必要です）

【申込締切】9 月 30 日（金）
【申込先】〒 889-4292

えびの市大字栗下 1292
問市長寿介護課高齢者係
内線 268

「元気はつらつクラブ」参
加者募集

　市では、65 歳以上の方を対
象に、運動機能向上教室の参加
者を募集しています。これは、
体力や身体機能の低下を防止
し、いつまでも元気で自立した
生活を送るためのものです。た
くさんの方の参加をお待ちして
います。

【参加対象】65 歳以上で介護保
険の要支援・要介護の認定を受

けていない方で、えびの市総合
福祉センター（社会福祉協議会
2 階）まで自分で来ることので
きる方。ただし、平成 22 年度
までの教室や上江地区体育館で
の教室に参加された方は参加で
きません。また、全 12 回の教
室に継続して参加できることが
条件となります。

【 実 施 期 間 】9 月 29 日（ 木 ）
～ 12 月 22 日の毎週木曜日

【時間】午前 10 時～午前 11 時
30 分

【場所】えびの市総合福祉セン
ター（社会福祉協議会 2 階）

【内容】体力測定、ストレッチ、
集団体操など

【 参 加 費 用 】 参 加 １ 回 に つ き
300 円

【準備する物】運動着、運動靴、
タオルなど

【申込方法】電話で長寿介護課
地域包括支援センターに申し込
みください。

【申込期限】９月 15 日（木）
問市長寿介護課地域包括支援セ
ンター
内線 278

平成 23 年度えびの市市民
表彰の推薦をお願いします

　市では、えびの市表彰条例に
基づき、本市の振興発展や市民
生活の向上などに尽力し、その
功績が顕著な方や団体を表彰し
ています。平成 23 年度のえび
の市市民表彰候補者や団体の表
彰推薦をお願いします。

【対象および表彰の種別】次の
①～⑤に該当し、候補者の年齢
が原則として 75 才以上の方と
します。ただし、特例的なもの
はこの限りではありません。
①地方自治の進展に貢献した方
または団体
②産業経済の発展に貢献した方
または団体

ひとりで悩まないで。
女性相談所へお電話を

　市では、女性に対するあらゆ
る暴力の防止と救済、多様な生
き方を支援することを目的に、
えびの市女性相談所を開設して
います。DV（配偶者などの暴力）
や人間関係など、どんなことで
も結構です。どうしたらいいの
かわからない場合は、ぜひ一度
お電話ください。専門の相談員
が一緒に考え、解決に向けたお
手伝いをします。相談は無料で
秘密は固く守られます。

【相談専用電話】☎ 35‐0152
【相談日】毎週月曜～金曜日
【相談時間】午前９時～午後４

時（祝日・年末年始／休み）
【相談員】専門の相談員が対応

し ま す。 ※ 電 話 相 談 が 原 則。
面談を希望する場合は要予約。
問市総務課人権啓発室
内線 350
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掲 　 示 　 板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）松山良文さん☎ 0984‐33‐4904

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊
L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参男 画女 だ共 よ り

　最近、ストレスの正体は「脳が神経伝達物質
を通して感じる反応」といわれています。
　ストレスに強い人は「ストレスを受け流す体
質をつくる機能」「たまったストレスを一気に
解消する機能」を持った人です。この機能は脳
の前頭前野部に備わっています。
○ストレスを受け流すには
　ストレスを受け流す体質になるためには、セ
ロトニンという神経伝達物質の量を増やすこと
が大切です。
　『息を吐ききってから吸う呼吸法』『瞑

めいそう
想』

『ウォーキング』『ジョギング』『水泳』『エアロ
ビクス』『太極拳』『念仏や経を唱える』『ガム
をかむ』などを最低 5 分することでセロトニン
が活性化し、30 分で最大の効果を得ます。そ
れ以上は疲れるので効果がありません。
　また、セロトニンは、太陽の光（朝作られる

気に笑
って

健康
え び の

『戦国誕生』

　戦国時代とは、戦いの日々であり、そこ
に登場する人物として武田信玄、上杉謙信、
今川義元など著名な戦国大名を思い浮かべ
ると思います。ところが、戦国時代がいつ、
どのような契機で始まったのかは、案外わ
かっているようでわからないものです。
　この本は、ターニングポイントとなった
15 世紀半ばから終わりにかけての「戦国
誕生」のきっかけとなった数々の事象が説
明されている本です。

　
　
　

年
老
い
て
八
十
路
の
坂
を
歩
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の
元
気
は
何
時
ま
で
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
町
区　
山
下
チ
ヨ
子

　
蝉せ
み
し
ぐ
れ
も
繁し
げ
く
な
り
、
や
が
て
涼す
ず
か
ぜ風
の
立
つ
晩
夏
へ
と
向
う
。
作
者
は
八
十
代

に
な
ら
れ
て
も
元
気
で
、
お
孫
さ
ん
の
世
話
、
農
作
業
と
今
一
番
問
わ
れ
て
い
る
家

族
の
絆き
ず
なを
大
切
に
親
子
三
代
で
日
々
を
過
し
て
お
ら
れ
る
。
す
ば
ら
し
い
生
き
方
だ

と
思
う
。

　
素
直
で
真
実
の
詠う
た

で
あ
る
。

　
　
　

ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
少
年
雑
誌
終
戦
忌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
区　
川
原
伊
津
子

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
お
ひ
さ
ま
」
を
自
分
の
子
ど
も
の
頃
に
重
ね
合
わ
せ
て
見
て

お
り
ま
す
。
国
民
学
校
4
年
生
の
時
、
戦
争
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

食
べ
物
や
着
る
物
は
も
ち
ろ
ん
、
活
字
に
も
飢
え
て
一
冊
の
雑
誌
を
繰
り
返
し
、

繰
り
返
し
、
読
ん
で
い
ま
し
た
。
連
載
小
説
「
緑
の
無
人
島
」
の
続
き
が
ど
う
な
っ

た
の
か
今
で
も
気
に
か
か
り
ま
す

　
　
　
　
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
野
麓
区　
と
も
き
よ　
や
す
こ

同
じ
サ
ー
ク
ル
で　
同
じ
時
間　
同
じ
場
所

同
じ
メ
ン
バ
ー
で
顔
を
あ
わ
せ
る

一
緒
に
過
ご
す

用
も
無
い
け
ど　
ひ
と
月
一
度

同
じ
顔
が　
た
い
が
い
同
じ
表
情
で

集
ま
っ
て
く
る

用
は
な
い
け
ど　
会
い
た
い
と
云い

う

メ
ン
バ
ー
に
な
り
た
く
て　
期
日
と
場
所
は

一
年
分　
前
も
っ
て
決
め
て
あ
る

た
わ
い
も
な
い
こ
と
で
笑
い

小
さ
な
悩
み
に
う
な
ず
き

本
題
と
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
盛
り
上
が
る

肩
の
力
を
抜
い
て
い
い
会
合

お
と
な
し
い
人
に
も　
一
言
は
発
し
て
も
ら
え
る
会
合

用
は
な
い
け
ど　
ひ
と
月
一
度

や
が
て　
大
切
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
か
ら

　今月の取材で、西川北の牛越祭に行ってきました。実際
に牛が、丸太を飛び越えるのを近くで見ることができまし
た。すごい迫力でした。
　中には、丸太を飛び越えることができず、大人数人がか
りで、何とか飛び越えさせようとする少し愉快になる場面
もありました。
　初めての牛越祭の取材でなかなかいい写真がとれなかっ
た事が残念です。来年は、いい写真が撮れるようがんばり
たいと思います。

短　
歌

俳　
句

詩

ので、特に朝日）を 30 分浴びることでも活性
化します。
○ストレスを一気に解消するには
　たまったストレスを一気に解消する方法は、
号泣することです。悲しいことや感動した時に、
思いっきり泣くことは、ストレス解消に効果を
持つ秘密兵器ともいわれています。この時、脳
の中で「ストレス状態からリラックス状態へ」
という、決定的な切り替えが行われています。
　ストレスがずっと続いていると、寝ても覚め
ても心も体も緊張していて、ゆったりとくつろ
ぐことができません。その結果、さまざまな病
気を引き起こします。
　週１回、泣ける映画などで号泣し、たまった
ストレスを『涙』で一気に解消しましょう。
参考文献『脳からストレスを消す技術』有田秀穂著　『週末

号泣のススメ』安原宏美著

渡邊大門／著
（株式会社講談社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　
竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

■鞍津輪保健師（健康保険課）たまったストレスを解消！

◎えびの市の人口
　男性／ 9,893 人（－ 11 人）
　女性／ 11,228 人（－ 7 人）
　合計／ 21,121 人（－ 18 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,293 世帯（　1 世帯）

（平成 23 年 8 月１日現在）

転入／ 50 人
転出／ 45 人
出生／　7 人
死亡／ 30 人

市県民税　　　　　　　第 2 期
国民健康保険税　　　　第 2 期
後期高齢者医療保険料　第 2 期
介護保険料　　　　　　第 3 期
8 月 31 日までに納めましょう。

デート DV 防止啓発ポスターを配付
ンパクトがあり、ＤＶについての分かりやすい説
明や対処の方法も書いてあり、チェック欄もある
ので、生徒も関心を持って見ると思います」と話
していました。
※デートＤＶとは、若い恋人間に起こる暴力（精
神的なものも含む）をいいます。

　「男女共同参画週間（6 月 23 日～ 6 月 29 日）」
にあわせて、市内中学校 4 校と高等学校 2 校に『デ
ートＤＶ防止啓発ポスター』を配付しました。
　このポスターは、男女交際の始まる思春期の生
徒たちに、ＤＶ（恋人などからの暴力）に関する
知識を持ってもらい、ＤＶ防止啓発を目的に配付
されたものです。
　飯野高校で、生徒にデートＤＶについて聞いて
みると「テレビなどで取り上げられているのを見
たことはあります。実際に起きているということ
なので、他人事と考えず意識したいと思います」
　好きな人を束縛してしまうことについて聞いて
みると「束縛するということは、相手を尊重して
いない、相手の自由を奪うことなので、そのよう
な関係は良くないと思います」
　このポスターを見てどう思うかについては「イ 飯野高校生徒会の皆さん
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市
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154

九
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
一
五
八
八
年

に
再
興
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
長
江
浦

の
稲
荷
神
社
で
は
「
三
段
打
分
太
鼓

踊
」「
も
っ
じ
ゃ
ま
踊
」「
か
も
っ
踊
」

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
、
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
内
竪
の
稲
荷
神
社
は
松
尾
城
の
西

に
あ
り
ま
す
。
稲
荷
城
と
呼
ば
れ
た

の
は
稲
荷
神
社
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
義
弘
は
、
生
涯
で
五
十
二
回
の
戦

を
し
て
い
ま
す
。
戦
の
前
に
は
稲
荷

神
社
に
必
勝
祈
願
を
し
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
信
心
深
い
義
弘
は
、

稲
荷
神
社
を
守
り
神
と
し
て
、
大
切

に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
　
　

　
稲い

な
り荷
信
仰
の
始
ま
り
は
平
安
時
代

か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
城

国
（
京
都
）
な
ど
で
農
耕
・
殖
産
の

神
と
し
て
祭
っ
た
の
が
稲
荷
神
で

す
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
殖
産

興
業
・
福
徳
成
就
の
神
と
し
て
全
国

に
広
ま
り
ま
し
た
。

　
島
津
氏
は
元
来
、
稲
荷
神
を
信
仰

し
て
き
ま
し
た
。
島
津
氏
の
稲
荷
神

信
仰
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
い
伝
え

が
あ
り
ま
す
。
平
安
時
代
、
源
頼
朝

の
側
室
で
あ
る
丹
後
局つ

ぼ
ねは
頼
朝
の
子

を
身
ご
も
り
ま
す
。
し
か
し
、
頼
朝

の
妻
、
北
条
政
子
の
嫉し

っ
と妬
を
恐
れ
た

丹
後
局
は
、
西
へ
落
ち
の
び
て
行
き

ま
し
た
。
そ
の
途
中
、
摂
津
の
住
吉

の
路
上
で
産
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の

時
、
稲
荷
神
社
の
神
使
で
あ
る
狐
が

明
か
り
を
灯
し
て
、
お
産
の
手
助
け

を
し
、
無
事
に
子
ど
を
産
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
生
ま
れ
た
の

が
、
島
津
氏
の
始
祖
で
あ
る
初
代
・

島
津
忠
久
だ
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
島
津
氏
は
、
守
護
神
と
し
て
、

安
産
の
神
と
し
て
勢
力
の
及
ぶ
と
こ

ろ
に
稲
荷
神
社
を
奉ほ

う
し祀

し
ま
し
た
。

　
島
津
義
弘
は
、
え
び
の
市
内
の
稲

荷
神
社
を
再
建
し
て
い
ま
す
。
え
び

の
市
内
に
は
三
つ
の
稲
荷
神
社
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
、
坂
元
の
稲
荷
下

に
あ
り
ま
す
。
建
立
年
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
義
弘
が
飯
野
城
に

入
城
し
て
間
も
な
い
永
禄
年
間
に
再

建
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

東
長
江
浦
の
稲
荷
神
社
は
、

一
四
五
三
年
の
創
建
で
す
。神
社
は
、

義
弘
が
栗
野
に
移
動
す
る
前
、
深
井

永禄年間に再建されたものといわれる坂元の稲荷神社

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


